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1. 中国のスマート港湾建設 GXとDX 
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PART

スマート港湾構築の背景

世界貿易の拡大に伴い、従来の港は運用効率、安全管理、環境保護要件の面で課題に直面している。
中国のスマート港建設は近年大きな進歩を遂げており、5G、人工知能（AI）、ビッグデータ、モノのインターネット（IoT）などの最先端技術を活用し自動化、デジ

タル化、インテリジェント化を推進して港湾をアップグレードすることで運用効率の向上やコストの削減を実現し、グローバルサプライチェーン管理を最適化している。

また、中国政府はスマート港湾の開発を支援するにあたり次のような政策を導入している。
⚫ 『現代総合交通システム発展のための第14次5カ年計画』:スマート港湾と自動化ターミナルの建設を加

速する
⚫ 『交通強靱化大綱』: 港湾情報のレベル向上のためにデジタル技術の活用を重視する
⚫ 『湾陸上電力サービス課金基準及び管理措置』: グリーン港湾の開発を促進する
 

（掲載写真はネットより）4



青島港:無人電動コンテナ
トラック、自動化された岸
壁クレーン、インテリジェント
ディスパッチシステムを使用
した世界初の完全自動化
コンテナターミナル。

スマート港湾の代表例
中国の多くの港で、完全自動化コンテナターミナルが建設中または建設済みである。

上海洋山港第4期：5G
・ビッグデータ・北斗ナビゲ
ーションシステムをベースと
した世界最大の完全自動
化コンテナターミナル。

寧波舟山港:5G + 
AIテクノロジーを使用
してコンテナのスケジュ
ールを最適化し、運
用効率を向上。

深セン港:5Gエッジコンピュ
ーティングを通じてインテリジ
ェント管理レベルを向上。

大連港は、自動化ターミナ
ルを構築し、自動化機器
とインテリジェント管理シス
テムを適用することで、運
用効率を向上させている

中国初の完全自動化ターミ
ナル: 厦門遠海ターミナルは
、自動化された設備とインテリ
ジェントな管理システムを使
用して効率を向上させた。
技術革新：5G、人工知能
などの技術を適用して、港湾
インテリジェンスを推進する。

（掲載写真はネットより） 5



スマート港湾構築の開発動向

スマート港湾構築に向けて、以下の開発・施策が取り組まれている。

• 陸上電力供給(陸電)と新燃料船の燃料供給体制の構築
 ->陸上から必要な電力を供給することで、船舶からの温室効果ガス排出を抑える
• グリーン海運回廊
 ->グリーンでスマートな港湾の建設を推進し、炭素排出ゼロのスマートターミナルを開発する
• モーダルシフト
 ->トラック等の自動車で行われている貨物輸送を環境負荷の小さい鉄道や船舶の利用へと転換する

->一帯一路政策により、中国主導のチャイナランドブリッジルートである『中欧班列』を用いた鉄道との接続を実現
• 5G+AI
 ->よりスマートな港湾管理を実現。Deep Seekブームに乗り、新AI技術の利用を加速する
 

（掲載写真はネットより） 7



Smart Port Digital Twin System

DMAS Help the realization of digital port
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2.港湾と海運の協力
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PART
業務運営レベルでの緊密な連携

情報共有プラットフォーム
• 船舶動態情報の共有：船➢管理システム
• 貨物情報ドッキング：コンテナ追跡および貨物循環システム
• 電子データ交換 (EDI):船舶申告、貨物申告、料金決済などの情報をEDIシステムを

通じて共有して手作業を削減

業務調整会議
• ピーク期間のスケジュール設定
• 危機対応の調整

多次元協力メカニズム

契約および合意の協力

• サービス契約:船舶の停泊、貨物の積み下ろし、ヤードの使用などのサービス内容を決
定

• 価格メカニズム:柔軟な料金ポリシー
• 戦略的協力協定：新しい航路、物流パーク、コンテナターミナルプロジェクトの共同開

発

共同技術開発 港湾と海運会社が共
同で技術革新を推進

• スマート港湾技術：自動積み下ろし設備、無人トラック、スマート港湾運営システムの
開発

• ブロックチェン（GSBNなど）、WEB３など 積極的に共同開発運用
• グリーン海運と環境保護の協力：陸上電源施設の建設、低炭素燃料の応用、環境

保護技術の革新を推進します。

業界コミュニケーションメカニズム
港湾と海運会社は、業界団体や提携
プラットフォームを通じてコミュニケーション

と協力

• 中国港湾協会と中国船主協会
• 各種国際海運組織など

政府の参加と公的資源の支援
政府の政策調整 • 港湾や海運会社は地方自治体と連携し、税制優遇やインフラ支援などの政策の実現

共同インフラ計画 • 港湾ターミナルおよび水路の新規建設または改修の計画において相互に調整

2.港湾と海運の協力
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3. GX・DXにおけるSITC GROUPの実践
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SITC組織図
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専門物流
・SEA&RAIL
中国の各都市とヨーロッパの主要都市を鉄道で繋ぎ、従来の海上輸送のトラジットタイムを大幅に削減する輸送ルート。

・ SITC COWIN  コイル専用コンテナ
    2014年から、SITC COWINはコイル専用の新型コンテナを研究開発してきた。コンテナ内部特有のV字溝の構造を利用することで、従来の
   コンテナでのラッシング時に発生する大量 の材料と人的コストを削減。
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Product Introduction

インテリジェント輸送設備5Gインテリジェント
輸送車両（STC）は、港湾コンテナの自動
処理用のインテリジェント設備です。車両全
体の重量は20トン未満の軽量設計で、回転
半径が小さい（<9メートル）、デュアルパワ
ーモード選択（純電気、水素燃料）、デュ
アルナビゲーションモード冗長性（L4統合ナ
ビゲーション、パッシブRFID）などの利点があ
る。

排出ガスゼロ、低騒音、操作簡単、高効
率、メンテナンス簡単などの利点があり、デ
ュアルパワーモード選択（純電気、水素
燃料）と高速で便利な「電力交換」技
術を搭載し、機器の超長寿命作業能力
を確保する。

インテリジェントコンテナヤードは、モノのインターネ
ット、ビッグデータ、人工知能、自動制御、太陽
光発電を統合した5G技術に基づく、集約型、
ネットワーク化、インテリジェント化、革新的なグリ
ーン環境保護の3次元コンテナヤード。

コンテナターミナルおよびコンテナヤードの機器サ
プライヤー。デジタルヤードシステムソリューション
のシステムインテグレーターおよび技術サービスプ
ロバイダー。

コンテナハンドリング・ハンドリング設備のインテリジ
ェント技術、新エネルギー・環境保護技術、イン
テリジェントヤードシステム統合技術の研究開発
。
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電気や水素エネルギーを用いた設備
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インテリジェントトランスポートカー

➢ ダブル40フィート重量コンテナの運搬能力
➢ 世界初のアルミ合金フレーム、軽量化構造設計
➢ 純電動 & 水素動力のデュアルパワーモードを提供
➢ L4融合ナビゲーション技術 & パッシブRFID冗長ナビ

ゲーション技術を装備
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スマートポートデジタルツインシステム

理念
港口の基盤設備をモデルに、実際の作業プロセスを基に、 先進的なIT技術を活用して3Dの港湾モデルと作業シミュレーションを構築する
港湾のリソースと作業プロセスのリアルタイムな可視化監視を実現し、 伝統的な港湾をデジタル化されたスマート港湾への転換を支援する
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Intelligent
Dispatching

Intelligent
Cloud Brain

Intelligent
Storage

➢ Area ：22000 ㎡；

➢ Max storage capacity ：8400 TEU；

➢ Efficiency per hour ：200 move；

➢ Intelligent storage system ；

➢ User Management System；

➢ Yard reservation system；

➢ Building height ：< 42 m；

➢ Floors of the building: 1 Floor ；

➢ Single stack height ：10 containers ；

Single-deck Smart Depot
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動画ー自動デポ（CG）
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自動デポ建設現場
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SITC LOGISTICS ・輸送管理サービス システム

SITC LOGISTICSはデジタル化された輸送方式を推進している。デジタルプラットフォームを活用することで、間接的に陸上輸送能力を保有し、広
範囲にサービスを提供し、より多くの運力を活用できるという利点がある。同時に、独自の車隊の管理や車両・ドライバーのリスクを克服し、サービスの競争
力を大幅に向上させている。
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ご清聴ありがとうございました！

SITC INTERMODAL JAPAN株式会社
呂 開献，ロ カイケン
東京都中央区京橋2-2-1
京橋エドグラン16階
Mobile: 090−4523−9107
E-mail：lukx@sitcintermodal.co.jp
https://sitcintermodal.co.jp/ 28
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参考資料
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Infrastructure & Facilities
 

9 depot 7 ports

Haiphang

Ho Chi Minh

Jarkarta,Semareng,Surabaya

Infrastructure & 

Facilities

Port klang

Bangkok,Laem Chabang
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Infrastructure & Facilities
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